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意味で「本質的にハイブリッドな存在 」と表現した（塩原 2012: 54-5）。日本から外国に渡った人々
の子孫（＝日系人）であり、外国で世代を経て異なる文化を身に付けた後に日本へ戻ってきた人 （々＝ 
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 主 論 文 要 旨 No.４ 
中では、支援－被支援関係が逆転する可能性も見られた。また、第四章後半では、近年著しい発展を
みせている情報通信技術により可能となったインターネットを介したコミュニケーションが、地理的
なつながりを持ったエスニック・コミュニティと同じように第二世代のハイブリディティに影響を与
えている可能性が示唆された。第二世代の文化変容の様子は、単に「日本人化」している、または母
国の文化を維持している、というものではなく、第二世代が自ら選択的に選び取るアイデンティティ
（「移民の第二の人間像」）でもあると結論づけた。そして、そのようにして主体的に身に付けてい
く他者性は、日本社会に統合されていくことと矛盾せず、同時に成り立つものであることを明らかに
した。 
第五章では、大学進学や大学院進学を果たす在日日系ブラジル人第二世代に着目し考察すること
で、様々な問題性を抱えた多文化共生を再構築するための視点の模索に繋げる。英語力を磨き上げて
いくことで大学進学や大学院進学を果たす第二世代の語りの分析から、彼/彼女らは、英語力を向上
させることに力を注ぎ、周囲からの羨望のまなざしを受けることで自己肯定感を高めると同時に、自
分自身の「ハイブリディティ」を戦略的に演出していることを示し、政府主導で強力に進められていっ
た「グローバル人材育成」に関する諸施策が、日系ブラジル人第二世代の自尊心に影響を与えている可能性を指
摘した。社会上昇を果たす第二世代の語りからは、彼/彼女らが、英語というツールを通して自己のアイデンティ
ティをスティグマ化された「ニッケイ」から「多文化に精通したグローバルな人材」へ変容させていき、従属的
な立場からの脱却を可能としていった様子が読み取れる（第五章）。以上から、第二世代の自己のルーツに対
する誇りを制度として支えること、その制度は、政府が方針を方向付け、それを国・地方両方の制度が強力に支
えて進めていくことが重要であることを示した。 
 
 
 
 
 
